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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 11 月７日に公表した平成 21 年３月期（平成 20 年４

月１日～平成21年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年３月期通期業績予想の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

連結業績予想                            （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 74,700 2,350 2,350 1,100 10 円 04 銭 

今回修正予想（Ｂ） 73,500 1,600 1,600 650 5 円 93 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,200 △750 △750 △450 － 

増  減  率（％） △1.6 △31.9 △31.9 △40.9 － 

前 期 実 績

(平成 20 年３月期)
75,320 2,967 2,760 1,589 14 円 30 銭 

 

（参考）個別業績予想                         （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 59,900 1,600 1,900 950 8 円 67 銭 

今回修正予想（Ｂ） 59,000 950 1,350 650 5 円 93 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △900 △650 △550 △300 － 

増  減  率（％） △1.5 △40.6 △28.9 △31.6 － 

前 期 実 績

(平成 20 年３月期)
61,102 2,175 2,371 1,444 13 円 00 銭 

 

２．修正の理由 

世界同時不況が深刻化し国内景気が急速に悪化するなか、当社グループを取り巻く事業環境も

一層厳しさを増しております。ガラスびん、プラスチックキャップ、プラズマテレビ用粉末ガラ

ス等の出荷が低調に推移しており、グループ全体で徹底したコスト削減に努めるものの、工場稼

働率の低下による固定費負担が響き、遺憾ながら通期の業績は前回予想数値を下回る見込みとな

りました。 
 

※１ 今回修正予想の１株当たり当期純利益の算出に用いた期中平均株式数には、第４四半期における自己株式

の買付による影響見込みを織り込んでおります。 

※２ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


